
県立高等学校重点校制度に係る成果報告書 

学校名 境高等学校 

重点項目 スポーツ・文化芸術活動 提出日 令和 ５年 ４月 １２日 

 

１ 学校目標 ・部活動の振興を基軸としたチーム境高意識の高揚 ・命の教育（人間教育）の充実 

・主体的に学ぶ姿勢を確立して進路目標を実現 

２ 重点項目に係る目標・成果 

目標 成果 

・部活動の充実による特色ある教育を実践し、文武

両道に取り組み地域の誇りとなる普通科高校とし

て存在する。 

・県トップレベルの実績を持つ部活動を維持し、部

活動において地域の人材から学んだり、生徒が小

学生と一緒になってスポーツや文化交流活動する

ことで地域に貢献する。 

・部活動で培われた能力や経験を活かすことによ

り、競技者・技能者だけでなく指導者の道も含め

て進路実現の可能性にトライさせる。 

＜数値目標＞ 

・中国大会出場者２００名を超えること。 

・全国大会出場者８０名を超えること。 

・全国大会入賞者５名。 

・スポーツ・文化芸術活動を活かした総合型選抜に

よる大学入試への挑戦を促し,実績者数が２０名

を超えること。 

・新型コロナウイルス感染症感染拡大の中、工夫

をしながら活動をし、よく健闘した。 

・小学生を対象とした「スクールプロジェクト」

では、生徒がスポーツや学習を小学生に教える

ことで、自分の競技力の向上にも生きている。 

 

 

 

 

 

＜数値結果＞ 

・中国大会・近畿大会出場者１３３名 

・全国大会出場者６２名 

・全国大会入賞者数０名 

・総合型選抜入試を利用した生徒８７名。合格した

生徒５４名。 

３ 実施事業 

【高等学校課事業】 

・社会人講師活用事業 

  生涯スポーツとしてのダンスを通して、練習に向かう姿勢、体の動かし方等の指導を受け、運動・スポ

ーツの楽しさや素晴らしさを知る。（科目・スポーツＢ） 

【独自事業】 

 ・小学生との交流事業（境高スクールプロジェクト） 

  境港市内の５・６年生を対象とし、大学生の協力を得て、本校生徒が、部活動単位で、学習の支援及び

スポーツ・創作活動・外国語・集団遊び等の指導をとおして小学生と交流した。 

・ＰＥＣ拡充事業 

  運動部担当教員等を県外先進校に派遣し、スポーツを通じた地域貢献活動等を学び、境高校の魅力発信

に取り組む。（Ｒ４はコロナで中止） 

 ・新大学入試に対応した進路指導対策 

  近畿大学、京都産業大学、大阪体育大学への訪問をとおして、新大学入試への対応策を考え、校内指導

体制を確立する。 

 

様式２ 



４ 総合所見（成果・評価） 

・社会人講師及び地域の小学生との交流を通して、生徒は、部活動の魅力、教えることの楽しみ等、多くの

ことを学ぶことができた。 

・働き方改革に伴う部活動時間等の制限の中で、生徒の主体性を重視した効果的・効率的な部活動指導を模

索したい。 

・中国大会・全国大会の出場者数が数値目標に達することができなかった。コロナ禍で、運動部担当教員の

先進校視察を中止したが、来年度は実施し職員の指導力向上に繋げていきたい。また、全国大会入賞者が

０名であったが、全国に通用する人材を育成するため、技術面だけでなく精神面の安定・向上を図りたい。 

・部活動を武器にした進路実現や、卒業後の進路選択の幅の拡大をより促進していく必要がある。 

※枚数任意 


